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Abstract 
 
This report has two purposes. The first is to brief summaries of the coursework of “Theory of 
Guidance and Counselling for Student” and of “Theory of Special and Extracurricular Activities.” 
The second is to discuss the meaning and the future issues of the coursework from a viewpoint of 
educational methodology and curriculum study. 
  The results of this report are following. It revealed that the meaning of the coursework was 
incorporating various activities into curriculum enabled students to imagine particular situations of 
real-life “guidance and counselling for student” and “special and extracurricular activities.” And it 
also showed that the future issues of the coursework were following points; (1)giving opportunities 
for both students who are aspiring high school or junior high school teacher and who are would-be 
nurse teacher(Yogo teacher) to learn collaboratively, (2)ensuring an organic linkage between things 
that students learn in “Theory of Guidance and Counselling for Student” or “Theory of Special and 
Extracurricular Activities” and in “Teaching Practice” or “Educational Practice Seminar” by 
incorporating active case studies into the coursework so that the students can use what they learned. 
 
キーワード：教職課程、生徒指導論、特別活動論、教育方法、カリキュラム 
 
１．はじめに 
 本報告の目的は、岩手県立大学教職課程において実施された「生徒指導論」及び「特別
活動論」の授業について報告し、その意義と今後の課題を、特に教育方法及びカリキュラ
ム研究の視点から考察することにある。 
 教職課程の学びにおいて、本報告で取り上げる「生徒指導論」及び「特別活動論」は、
学校教師が日常的に直面する子どもの生活指導上の諸問題を扱う科目である。そのため、
授業の内容は極めて実践性の高いものとなる。例えば、「生徒指導論」では、いじめや不登
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校の問題、児童虐待の問題、非行と健全育成の問題、地域社会と連携した教育的保護や支
援等といった論点を扱うことになる。また「特別活動論」では、学級・ホームルーム活動
の指導法や児童・生徒会活動の指導法、学校行事やクラブ活動の指導法、ボランティア活
動の指導法、また教育課程外の活動ではあるが部活動の指導法等の、教科外の諸活動全般
にわたる指導法について学ぶことになる。 
 これらは一見するとわかる通り、現在の学校教育をめぐって様々な形で問題化される事
項を両科目が取り扱っているということである1)。教職課程の学びとして考えたとき、将
来学校現場に出る可能性のある学生たちに、情報的な知識を習得させることだけでは、両
科目の目的を達成することは到底叶わない。学生は、毎回の授業で学び得たことを、授業
を超えた様々な学びの機会において再解釈し、理解を深めていく必要がある。そして、そ
の指導を担当する教員は、必然的に、長期的な視野で学生を育てることを意図して、日々
の授業を行わなければならない。 
 岩手県立大学教職課程では、平成 28 年度より、学校現場での教職経験のある教員を招
き、この高度な実践性と長期的な視野を持った指導を要求される、両科目の専任の担当者
として配置している。第 2 節及び第 3 節で詳細に述べているが、当該教員は、両科目のこ
うした性質を踏まえて、学生の指導を行っている。 
本報告は、このうち、平成 28 年度の前・後期に実践された授業の特徴と課題を整理し
ている。本報告が刊行される時期にはすでに平成 29 年度（今年度）の実践が半ばまで行
われていることになるが、今年度の授業の特徴と課題については、稿を改めて報告する。 
以上を踏まえて、本報告の構成は次の通りとする。まず、第 2 節では、平成 28 年度後
期に全学部 2 年生を対象として実施した「生徒指導論」の授業報告を行う。次いで、第 3 節
では、平成 28 年度前期に看護・総合政策学部の学生は 3 年生、ソフトウェア情報学部の
学生は 2 年生を対象として実施した「特別活動論」の授業報告を行う。その上で、第 4 節
では、両科目の意義と今後の課題について、特に教育方法及びカリキュラム研究の視点か
ら整理する。以下、本論に入る。 
 
２．「生徒指導論」の授業報告 
 本節では「生徒指導論」（標準履修年次：2 年生後期）の授業について報告する。大項目
として、「（１）授業の実施において工夫した点」、「（２）授業を実施しての成果」、「（３）
次年度の授業の課題」、「（４）学生が記述したレスポンスカードやレポートから得られた授
業実施上の示唆」を設定し、それぞれの項目ごとに整理を行った。 
 
（１）授業の実施において工夫した点 
① 使用したテキスト 
テキストは、『生徒指導提要』2)を使用した。使用に際しては、テキストの構造がとらえ
やすくなるよう、全体を「理念」と「実践」に大別し、整理プリントを使用しながら進め
た。また、毎時始めに前時の復習やまとめを入れて、生徒指導の核となる部分が記憶に残
るようにしながら進めた。 
② 補助資料・岩手県立大学図書館利用 
 テキストの内容は平成 22 年のものなので、現代の生徒指導の課題や指導法について把
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握できる様々な補助資料を使用した。それらは出来るだけ岩手県立大学の図書館所蔵のも
のを活用し、引用文献に学生が直接触れることができるよう配慮した。教育関係蔵書の他
に、雑誌コーナーの種々の書籍も生徒指導課題の最新情報の典拠として紹介した。それを
受けてほとんどの受講生が図書館を利用した。 
③ 授業形態   
前半は授業担当者主導で、後半は学生主導で授業を進めることを最初に予告するととも
に、学部が偏らないような班編成と座席指定を行った。前半の講義では、一方的にならな
いように毎時間感想・意見等を指名で答えさせたり、ペアワークや班単位の話し合いを入
れたりした。それは、後半の学生主導の発表・討議のために、学生間の意思疎通が進むこ
とも企図したものであった。 
④ レスポンスカード 
毎時提出のレスポンスカードの質問や意見に対して毎回コメントを記入して返却するこ
とで、学生の生徒指導に関する関心と学習意欲が高まるよう努めた。   
⑤ 班活動と全体討議 
 後半、生徒指導の「個別の課題」について、5 つの班で分担して調査・発表を行い、全
体で討議した。「個別の課題」の内容は、「インターネット・携帯電話の問題と指導のあり
方」、「命の教育と自殺の防止の指導のあり方」、「児童虐待・貧困問題と指導のあり方」、「不
登校・中途退学の問題と指導のあり方」、「飲酒喫煙薬物乱用・性の問題と指導のあり方」
で、講義で学ぶのではなく、テキスト及び新聞・雑誌・ネット、書籍等を利用して今現在
の実態を調査させると同時に、教員としての指導のあり方について調べさせ考察させた。
その手順は、以下の通りである。 
 ア、個人レポート作成の指示 
自班に割り当てられた「個別の課題」の現状と適切な指導法について、各自が調べた上
で考察し自分なりの意見を入れてまとめる。ただし、一冊の書籍やネット情報のみに依拠
しないよう、幅広く参考文献や資料にあたり比較対照すること、出来るだけ具体的な統計
資料や指導法を挙げること、等を指示した。 
 イ、班発表原稿の作成・発表・討議の流れ 
a. 一人ひとりが作成した個人レポートを持ち寄って、各班で話し合い、「課題」につい
ての現状分析とその指導法について、班としての見解をまとめる。 
b. 完成したものをパワーポイントにする。各班のパワーポイント資料を全員に印刷・配
布し、班の代表が発表する。 
c. 上記「b」を元に、全員で質問・意見を出し合って、各課題の現状分析と望ましい指
導のあり方について、将来現場で教師として指導の参考にできるテキストを作成する
つもりでまとめる。 
d. 班単位の話し合いや全体の討議について、役割分担をした上で学生の力ですべて進め
まとめる努力を求め、学生自身が自力で結論を導く経験をさせた。質問に答えられな
い発表班は、次時までに調べて報告をするという形にした。実際には発表班はよく準
備しており、答えられない場面はほとんどなく、全員の力でまとめをすることができ
た。また、討議の際に必ず毎時１人１回以上発言をするという条件にし、全員が達成
できた。 
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 ウ、評価 
５班の発表がすべて終了後に、まとめて和山が講評と助言、補足説明を行った。個人レ
ポートや班発表における実情調査の具体性と幅広さ、指導法の妥当性、説明のわかりやす
さ、全体討議における発言内容、討議の進め方、討議により導いた結論の妥当性、等につ
いてチェックしたが、おおむね良好な内容・進め方であった。 
 
（２）授業を実施しての成果 
① 幅広い内容である「生徒指導論」について、知識を整理し、その理念と実践について、
様々な具体的事例をもとに理解を深めることができた。 
② 生徒指導の様々な課題について、班内で各自が作成したレポートを持ち寄って、互いの
論を補ったり統合したりしながら、主体的に考察を進めて現状を分析したり指導法を検討
したりすることができた。 
③ 授業を通して異なる学部の人間同士が互いに対する理解を深め、授業進行とともに、学
生同士の良好な関係が醸成され、後半のスムーズな班活動と全体討議につなげることがで
きた。 
④ 学生主導で班や全体の討議を行って、それぞれの考えを表明しあうことで、生徒指導論
の学習への興味関心を高めることができた。それはそのまま生徒指導の「機能」（授業にお
ける「存在感・共感的人間関係・自己決定」）の重要性を実感することに繋がるとともに、
教員として生徒主体の活動を指導するための準備としても有意義であったと考える。 
 
（３）次年度の授業の課題 
① 全体の時間配分はおおむね妥当と考えるが、「教育相談」及び「いじめ」の内容や事例
研究、指導法については、学生の要望もあり、より事例研究を増やし時間をかけて進めた
い。 
② 講義の進め方やプリントについて、さらに練り上げる必要がある。 
③ 発表・討議の際の時間配分について、発表時間の枠をもう少し削って討議の時間をもっ
と増やしてほしい、という意見が学生から出ており、その方向で次年度は進めたいと考え
る。 
④ 発表・討議の際の和山の講評について、前期の「特別活動論」は毎時発表・討議終了後
に行い、後期の「生徒指導論」では、すべての班が終了してからまとめて行うという形を
とったが、「生徒指導論」については、それが望ましいという学生と、毎時アドバイスがほ
しい、という学生に分かれた。このことについては検討したい。 
⑤ 配布資料が多く、年度始めにその旨を連絡し資料ファイルを準備させておくことが必要
である。 
 
（４）学生が記述したレスポンスカードやレポートから得られた授業実施上の示唆 
① 中学生・高校生時代に経験した生徒指導の手法について、疑問を呈する学生がおり、た
しかに問題を孕んだ指導法であると認めざるを得ない例もあった。教職を目指す段階から
きちんと生徒指導論を学ばせることの重要性を認識した。 
② 学習の過程で、学生が教育の問題について深く興味関心を抱いていることを知ることが
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と増やしてほしい、という意見が学生から出ており、その方向で次年度は進めたいと考え
る。 
④ 発表・討議の際の和山の講評について、前期の「特別活動論」は毎時発表・討議終了後
に行い、後期の「生徒指導論」では、すべての班が終了してからまとめて行うという形を
とったが、「生徒指導論」については、それが望ましいという学生と、毎時アドバイスがほ
しい、という学生に分かれた。このことについては検討したい。 
⑤ 配布資料が多く、年度始めにその旨を連絡し資料ファイルを準備させておくことが必要
である。 
 
（４）学生が記述したレスポンスカードやレポートから得られた授業実施上の示唆 
① 中学生・高校生時代に経験した生徒指導の手法について、疑問を呈する学生がおり、た
しかに問題を孕んだ指導法であると認めざるを得ない例もあった。教職を目指す段階から
きちんと生徒指導論を学ばせることの重要性を認識した。 
② 学習の過程で、学生が教育の問題について深く興味関心を抱いていることを知ることが
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出来た。特に「いじめ」をはじめとする生徒指導上の課題や、現代の生徒のありよう等に
ついて、様々な思いを抱いていることを理解することができた。 
③ 学生主導の話し合いについての否定的見解はなく、その意義について認め、「学生間で
授業を進めるのが楽しく意見もだしやすかった」という類の意見が大勢であった。それを
受けて、今後もより効果的な進め方のあり方を検討していきたい。 
 
３．「特別活動論」の教育実践報告 
 本節では、「特別活動論」（標準履修年次：看護・総合政策学部 3 年次前期、ソフトウェ
ア情報学部 2 年生前期）の授業について報告する。大項目の設定は、第 2 節と同様である。 
 
（１）授業の実施において工夫した点 
① テキスト 
 テキストは、『高等学校学習指導要領解説 特別活動編』3)を使用した。使用に際しては、
精読部分と概要説明部分を区別するとともに、「特別活動の変遷」等、テキストだけでは把
握し難い部分については補助資料や写真等を活用した。また、内容の重要度の濃淡と全体
の構造が把握しやすいように、整理プリントを使用しながら進めた。 
② 授業形態   
前半は授業担当者主導で、後半は学生主導で授業を進めることを最初に予告するととも
に、学部が偏らないような班編成と座席指定を行った。前半の講義では、感想・意見等を
指名で答えさせたり、ペアワークや班単位の話し合いを入れたりした。それは、後半の学
生主導の発表・討議のために、学生間の意思疎通が進むことも企図したものであった。   
③ 班活動と全体討議 
 後半、「ホームルーム年間指導計画」を４つの班に分かれて作成・発表し、それについて
全体で検討した。「ホームルーム年間指導計画」は、各教諭が所属する学年会で直接検討・
吟味に参画する機会があるもので、実際に生徒を動かす立場から具体的に立案するもので
ある。また、学校行事や生徒会活動の年間計画、進路・教務・保健厚生その他、生徒の活
動に関わるすべての分掌の年間計画とも関連するもので、活動計画立案の演習として最も
有効なものであると考える。立案の手順は、以下の通りである。 
 ア、ホームルーム年間指導計画作成指示及び参考資料配布 
まず、計画作成の内、指導計画内容・条件・作成手順・評価等について指示するととも
に、作成の参考資料として、それぞれの学生が母校の高校で経験したホームルーム活動の
具体的内容や、県内の中学校・県内外の高校の代表的な活動事例と計画例をまとめたもの
を配布した。 
イ、作成の条件 
対象となる高校の概略（生徒像・課題・クラス数・教員数その他県内の高校の平均的な
学校像を想定）、対象学年（１年生を想定）、学校全体としての共通行事・生徒会活動等を
設定し、それに基づいて各班が学年としての「年間目標」を立てて、1 年間の学年のホー
ムルーム年間指導計画立案を行うという設定にした。各班員はそのまま学年の担任という
位置づけである。テキストにある「ホームルーム活動内容」「生徒会活動内容」「学校行事
内容」の項目を参考に、「理想のホームルーム活動の指導計画」作成を目標に、諸活動のバ
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ランスをとりつつ重点を明確にして立案することを条件とした。 
 ウ、作成の流れ 
「イ」に則って第一段階として各学生が自身の案を立てた。次に各班でその案を持ち寄
って話し合い、班として立案した。出来上がった各班の案を全員に印刷・配布し、各班の
代表が発表し、それについて、他班から質問・意見を出して討議を行った。 
 エ、討議 
 役割分担をした上で、学生が自力で班単位の話し合いや全体の討議をすべて進める形に
した。 
 オ、評価 
各班の発表と全体討議の終了後、毎時和山が講評を行った。「年間指導計画」の評価の観
点は、学年目標と活動内容の整合性、指導の重点、生徒主体か否か、学年に応じた内容の
バランス、実現可能性、年間を見通した計画か否か、創造性や工夫がみられるか、等であ
る。また、各学生も班毎の発表・討議の終了後にレスポンスカードに講評を書いて提出し、
それを発表班に渡した。また、個人で立てた案に対しては、和山から各学生に対して講評
を書いたものを渡した。 
 
（２）授業を実施しての成果 
① 特別活動について、ひととおり必要な知識を身につけ、その目標や意義、内容等につい
て様々な角度から理解を深めることができた。また、今後の特別活動のあり方についても
考察することができた。 
② 「ホームルーム年間指導計画」について、様々な事例や互いの体験を参考に、学生が主
体的に考えシミュレーションして計画することで、実際の活動内容は多種多様であること、
年間のホームルームの流れ、生徒会活動や学校行事との関係及び学校全体の活動との関係、
生徒の自主的な活動を指導することの意義と難しさ、ホームルームの持つ様々な可能性等
について、実践的に理解を深めた。 
③ 互いに作成した計画を持ち寄り、目標や活動計画の内容を検討する班活動を通して、自
分の計画を相対化しその計画の長所短所を把握することができた。また、その過程で協働
して新たなホームルームを創造していこうとする意欲が醸成された。 
④ 授業を通して異なる学部の人間同士が互いに対する理解を深め、授業進行とともに、学
生同士の良好な関係が醸成され、後半のスムーズな班活動と全体討議につなげることがで
きた。また、学生主導で班や全体の討議を行うことで、集団活動の意義と喜びを認識でき
たことは、特別活動において生徒主体の活動を指導するための準備として有意義であった。 
 
（３）次年度の授業の課題 
① 授業全体の時間配分として、時間削減が必要なものと時間増が必要なものがあり、計画
の見直しが必要である。「特別活動の変遷」については、短縮する形の方がよいと思われる
が、「生徒会活動」と「学校行事」の事例や課題については、もう少し時間をかけて考えさ
せる場面を入れたい。 
② 講義のあり方として、話し方や板書の仕方、各時間のまとめその他、より工夫が必要で
ある。 
─ 50 ─
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」12 号 
報告：岩手県立大学教職課程における「生徒指導論」及び「特別活動論」の意義と課題（１） 
ランスをとりつつ重点を明確にして立案することを条件とした。 
 ウ、作成の流れ 
「イ」に則って第一段階として各学生が自身の案を立てた。次に各班でその案を持ち寄
って話し合い、班として立案した。出来上がった各班の案を全員に印刷・配布し、各班の
代表が発表し、それについて、他班から質問・意見を出して討議を行った。 
 エ、討議 
 役割分担をした上で、学生が自力で班単位の話し合いや全体の討議をすべて進める形に
した。 
 オ、評価 
各班の発表と全体討議の終了後、毎時和山が講評を行った。「年間指導計画」の評価の観
点は、学年目標と活動内容の整合性、指導の重点、生徒主体か否か、学年に応じた内容の
バランス、実現可能性、年間を見通した計画か否か、創造性や工夫がみられるか、等であ
る。また、各学生も班毎の発表・討議の終了後にレスポンスカードに講評を書いて提出し、
それを発表班に渡した。また、個人で立てた案に対しては、和山から各学生に対して講評
を書いたものを渡した。 
 
（２）授業を実施しての成果 
① 特別活動について、ひととおり必要な知識を身につけ、その目標や意義、内容等につい
て様々な角度から理解を深めることができた。また、今後の特別活動のあり方についても
考察することができた。 
② 「ホームルーム年間指導計画」について、様々な事例や互いの体験を参考に、学生が主
体的に考えシミュレーションして計画することで、実際の活動内容は多種多様であること、
年間のホームルームの流れ、生徒会活動や学校行事との関係及び学校全体の活動との関係、
生徒の自主的な活動を指導することの意義と難しさ、ホームルームの持つ様々な可能性等
について、実践的に理解を深めた。 
③ 互いに作成した計画を持ち寄り、目標や活動計画の内容を検討する班活動を通して、自
分の計画を相対化しその計画の長所短所を把握することができた。また、その過程で協働
して新たなホームルームを創造していこうとする意欲が醸成された。 
④ 授業を通して異なる学部の人間同士が互いに対する理解を深め、授業進行とともに、学
生同士の良好な関係が醸成され、後半のスムーズな班活動と全体討議につなげることがで
きた。また、学生主導で班や全体の討議を行うことで、集団活動の意義と喜びを認識でき
たことは、特別活動において生徒主体の活動を指導するための準備として有意義であった。 
 
（３）次年度の授業の課題 
① 授業全体の時間配分として、時間削減が必要なものと時間増が必要なものがあり、計画
の見直しが必要である。「特別活動の変遷」については、短縮する形の方がよいと思われる
が、「生徒会活動」と「学校行事」の事例や課題については、もう少し時間をかけて考えさ
せる場面を入れたい。 
② 講義のあり方として、話し方や板書の仕方、各時間のまとめその他、より工夫が必要で
ある。 
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③ 各班に提示した「ホームルーム年間指導計画表」の様式について、各時間の展開の詳述
が可能なように、改善しなければならない。 
④ 配布資料が多く、年度始めにその旨を連絡し資料ファイルを準備させておくことが必要
である。 
 
（４）学生が記述したレスポンスカードやレポートから得られた授業実施上の示唆 
① レスポンスカードにより、授業スタート時の学生は、総じて特別活動の重要性を感覚と
しては理解しているものの、その内容・目標や意義等について、ほとんど把握していない
という状況が見えた。丁寧に授業を進めていかなければならないことを実感した。 
② 学生の中学校・高校時代の経験を知るにつれ、学習指導要領に則った特別活動の扱いを
していない学校や、特別活動を軽視している学校が存在することを知り、教員を目指す学
生に、その重要性と法的な裏づけについてきちんと伝えていかなければならないことを認
識した。 
③ 討議の過程で、他班の計画の根底にある班員の意図や計算をきちんと見抜き、前向きに
とらえている学生が少なからずいることを知り、そこに学生の意欲と能力の高さを知るこ
とができた。 
④ 学生主導の話し合いについて、否定的見解はなく評価する声が大勢であった。次年度も
続けてほしいという意見を受け、より充実した活動が出来るよう検討したい。 
 
４．岩手県立大学教職課程全体に見た「生徒指導論」及び「特別活動論」の意義と課題 
 以上、「生徒指導論」と「特別活動論」の授業報告を行った。本節では、これらを踏まえ
て、岩手県立大学教職課程（以下、「本学教職課程」と略記）全体に見た「生徒指導論」と
「特別活動論」の意義と課題について整理する。なお、個々の授業の細部にわたる点につ
いてはすでに前節までに言及しているので、ここでは両科目の授業を支える教育方法及び
カリキュラム上の条件に着目して、意義と課題を整理する4)。 
 
（１）「生徒指導論」及び「特別活動論」の意義 
 前節までに述べた通り、本学教職課程における「生徒指導論」及び「特別活動論」は、
講義科目でありながらも、授業の相応しい場面で学生たちの活動型の学習を取り入れると
いう教育方法上の工夫を行っている。これは、本報告のはじめにでも述べた通り、「生徒指
導」及び「特別活動」に関する学びは高度に実践的であり、具体的な諸問題を巡って実践
的に考察することを求められるという点で、意義がある。 
両科目は、学生が学校教育の場で起きている生徒指導上の諸問題や、教科外の活動とし
て行われている各種の活動に問題意識を持ち、その改善や今後のあり方について思考でき
るようになることが求められている。 
この目的に照らして考えるとき、例えば、「生徒指導論」に見られるような、学生が具体
的な問題群について調べ学習に取り組み、その成果をまとめ、全体に向けて報告を行うと
いう一連の学びの過程は、学生にとって生徒指導の問題についての具体的なイメージを喚
起する学びになり得る5)。学校現場の極めてアクチュアルな生徒指導上の問題を分析対象
として取り上げることになるため、実際に教師になってからもその成果を活かすことがで
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きる学びであろう。 
また、「特別活動論」で試みた「ホームルーム年間指導計画」の作成は、学生が自らを学
年の「担任」として見立てることで行われており、ロールプレイングとしての性質を有し
た教育方法となっている6)。この活動において学生たちは、これまで児童・生徒として経
験してきた特別活動を今度は「担任」という教師として具体的に計画することになり、教
師としてどのような実践上の条件を満たさなければならならいかという点を考察すること
になる。ここで初めて、目標及び計画の立案、実施の諸条件の考察という、カリキュラム・
マネジメントの一部を意識することになる7)。 
このように、両科目は、大学の講義室という限られた教育環境の中ではあるが、教育方
法上の工夫によって、高度に実践的な内容を含む授業として行われているのである。 
 
（２）「生徒指導論」及び「特別活動論」の今後の課題 
 以上の意義を踏まえ、今後の課題について述べる。 
 
① 養護教諭の課程と共通開講になっているカリキュラム構成を活かすこと 
 そもそも、本学教職課程は、平成 28 年度時点で各学部に次の教職課程を置いている8)。 
 
看護学部：養護教諭、高等学校教諭一種免許状（保健） 
社会福祉学部：幼稚園教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状（公民・福祉） 
ソフトウェア情報学部：高等学校教諭一種免許状（情報） 
総合政策学部：中学校教諭一種免許状（社会）、高等学校教諭一種免許状（地歴・公民） 
 
 この内、養護教諭と中学・高校の免許状のそれぞれの課程について、法令で「教職に関
する科目」は共通開講が認められている。そのため、本報告で取り上げた「生徒指導論」
及び「特別活動論」は、「教職に関する科目」に含まれる科目のため、共通開講対象科目と
なっている。 
 この共通開講という仕組みは、本学の場合、「教職に関する科目」の重複開講を避けられ
るという消極的な価値としてではなく、養護教諭の課程を学んでいる学生と中学・高校の
課程を学んでいる学生とが同じ学びの場を共有できるという積極的な価値を有している。
特に、学校における日常的な生活場面の指導を扱う「生徒指導論」や「特別活動論」の学
びにおいては、この意味は大きい。そもそも、学校において子どもたちの保健指導や生活
指導の核となる養護を担う養護教諭の役割は、子どもの生活上の問題が様々な形で顕在化
している近年、ますます重要性を帯びてきている。そのため、養護教諭の学校組織に占め
る位置づけは、子どもの生活支援や心身両面の健康管理上の要として考えられるようにな
ってきており、政策レベルでは、教科の免許を持つ教諭（学級担任等）とも積極的な連携
が望まれている9)。現在、一般に養護教諭が学校内外のコーディネーターと呼ばれるのは、
この理由による。そのため、こうした状況を考慮したとき、養護教諭を目指す学生と、中
学・高校の教諭を目指す学生が、子どもたちの生活上の諸問題を取り扱う生徒指導や特別
活動について共に学ぶことは、将来的な生徒指導上の同僚関係を構築する上で極めて重要
なのである。 
─ 52 ─
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」12 号 
報告：岩手県立大学教職課程における「生徒指導論」及び「特別活動論」の意義と課題（１） 
きる学びであろう。 
また、「特別活動論」で試みた「ホームルーム年間指導計画」の作成は、学生が自らを学
年の「担任」として見立てることで行われており、ロールプレイングとしての性質を有し
た教育方法となっている6)。この活動において学生たちは、これまで児童・生徒として経
験してきた特別活動を今度は「担任」という教師として具体的に計画することになり、教
師としてどのような実践上の条件を満たさなければならならいかという点を考察すること
になる。ここで初めて、目標及び計画の立案、実施の諸条件の考察という、カリキュラム・
マネジメントの一部を意識することになる7)。 
このように、両科目は、大学の講義室という限られた教育環境の中ではあるが、教育方
法上の工夫によって、高度に実践的な内容を含む授業として行われているのである。 
 
（２）「生徒指導論」及び「特別活動論」の今後の課題 
 以上の意義を踏まえ、今後の課題について述べる。 
 
① 養護教諭の課程と共通開講になっているカリキュラム構成を活かすこと 
 そもそも、本学教職課程は、平成 28 年度時点で各学部に次の教職課程を置いている8)。 
 
看護学部：養護教諭、高等学校教諭一種免許状（保健） 
社会福祉学部：幼稚園教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状（公民・福祉） 
ソフトウェア情報学部：高等学校教諭一種免許状（情報） 
総合政策学部：中学校教諭一種免許状（社会）、高等学校教諭一種免許状（地歴・公民） 
 
 この内、養護教諭と中学・高校の免許状のそれぞれの課程について、法令で「教職に関
する科目」は共通開講が認められている。そのため、本報告で取り上げた「生徒指導論」
及び「特別活動論」は、「教職に関する科目」に含まれる科目のため、共通開講対象科目と
なっている。 
 この共通開講という仕組みは、本学の場合、「教職に関する科目」の重複開講を避けられ
るという消極的な価値としてではなく、養護教諭の課程を学んでいる学生と中学・高校の
課程を学んでいる学生とが同じ学びの場を共有できるという積極的な価値を有している。
特に、学校における日常的な生活場面の指導を扱う「生徒指導論」や「特別活動論」の学
びにおいては、この意味は大きい。そもそも、学校において子どもたちの保健指導や生活
指導の核となる養護を担う養護教諭の役割は、子どもの生活上の問題が様々な形で顕在化
している近年、ますます重要性を帯びてきている。そのため、養護教諭の学校組織に占め
る位置づけは、子どもの生活支援や心身両面の健康管理上の要として考えられるようにな
ってきており、政策レベルでは、教科の免許を持つ教諭（学級担任等）とも積極的な連携
が望まれている9)。現在、一般に養護教諭が学校内外のコーディネーターと呼ばれるのは、
この理由による。そのため、こうした状況を考慮したとき、養護教諭を目指す学生と、中
学・高校の教諭を目指す学生が、子どもたちの生活上の諸問題を取り扱う生徒指導や特別
活動について共に学ぶことは、将来的な生徒指導上の同僚関係を構築する上で極めて重要
なのである。 
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両科目において、養護教諭を目指す学生も中学・高校の教諭を目指す学生も、それぞれ
どのような視点で生徒指導や特別活動の諸問題を考察しているのかを知る機会を得ること
ができる。また、養護教諭を目指す学生は、コーディネーターとして求められる言葉の力
も併せて身につける機会を得ることができる。そもそもコーディネートは、単なる情報共
有ではなく、異なる専門性を有する職種間の関係を構築していくことである。そのため、
コーディネーターには、自分の専門性を超えて他の専門性を理解し、それをわかりやすい
言葉で表現し、他の人々と共有できる力が求められる。この高度な言葉の力を身につける
には、学校現場での経験ももちろんであるが、それ以前の養成段階での教育が必要である。
また、コーディネーターと関わる側となる中学・高校の教諭を目指す学生にとっても、自
身の考えを異なる専門性を持つ相手に可能な限りわかりやすく伝えられる言葉の力を身に
つける必要性がある。これは、組織においてコーディネーターの調整機能がより十全に働
くための必要条件だからである。 
 以上の点を踏まえるならば、今後の「生徒指導論」や「特別活動論」では、現状の共通
開講を可能な限り維持し、より積極的な学生同士の協調的な（collaborative）学びの機会
を作っていく必要があるだろう10)。共通の学びの課題に取り組みつつ、異なる視点から考
えを述べあい、相互にその違いを考察していくという、複雑な学びの過程が求められる。
本学教職課程では、こうした学びを実現できる環境的条件があるため、今後はより積極的
に活かしていく必要がある。 
 
②「教育実習」・「教職実践演習」との関連的な指導及びカリキュラムの連続性を構築する
こと 
 教職課程上、まとめの位置づけを持つ科目として「教育実習」と「教職実践演習」が 4
年次に設置されている。これらの科目において、学生は、3 年次までの教職課程の学びで
得た知識をより実践的な知識へと再構成することが求められる。 
 しかし、現状の本学教職課程では、「生徒指導論」及び「特別活動論」と、特に「教育実
習」との関連的な指導のあり方及びカリキュラム上の関係性が十分に構築されているとは
言い難い状況にある。 
そもそも、「教育実習」は、限られた期間での現場学習ということもあって、あくまでも
研究授業という学習指導の面が学習事項として重視される傾向にある。そのため、教育方
法論や教科教育法、教育課程論等の学習指導に密接に関わる科目群との関連性は比較的築
きやすい。しかし、本報告で取り上げた「生徒指導論」や「特別活動論」のような子ども
たちの生活指導に関わる科目群での学びは、その内容が子どもたちの人間性や私的な生活
に触れる事柄という事情のために、限られた実習期間では十分に実践的な学習として経験
することが難しいものである11)。 
 この課題は、個々の科目の課題と言うよりは、教職課程という制度における実習の位置
づけに関わるものであるため、本学教職課程の個別の努力ですべてを解消することは難し
いものである12)。しかし、以下の方法で、事後的に生徒指導や特別活動に関わる実践的な
学びを補完することは可能である。 
 第一に、実習の事前・事後指導の機会を積極的に活用することである。まず、事前指導
においては、生徒指導論や特別活動論での学びを踏まえて、実習期間中に見出しやすい生
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徒指導及び特別活動に関わる諸問題を指導しておく必要がある。例えば、児童・生徒の校
則違反や学校安全に反する行為等がどのような形で見られるのか、また、学級活動や学校
行事への不参加等の不適応がどのような形で見られるのか、さらにはそうした場面に直面
したとき、教師はどのような視点でその問題を分析し対応を講じるのかを、事例分析的に
検討する。その上で、「実習生」という立場でそうした問題に直面したときに、どのような
視点でその問題を分析し、今後の学びに活かしていくことができるのかを例示する。この
段階を踏むことによって、学生は実際の実習場面で出会う出来事について一定程度の明確
な視点を持って学ぶことができるだろう。そして、その上で、実習終了後の事後指導で、
例えば「エピソード記述」13)等の手法を用いて実習場面における行動の事後的な省察
（reflection on action）14)を行えば、事前指導・実習・事後指導の連続した指導が可能と
なる。 
こうした指導において重要なのは、学生に対する生徒指導や特別活動についての「意識
化」である。生徒指導や特別活動の諸問題は、子どもたちの学校生活に埋め込まれており、
それを捉える視点が定まらないと見過ごしてしまう可能性が極めて高いものである。問題
行動や学校不適応、いじめのように、不幸にも発生してしまった事例であれば必然的に見
えてくるが、実習生がたいてい関わることができるのは、子どもたち同士の些細なトラブ
ルやそこに発展する可能性を示す微妙な兆候である。これらは、つぶさに子どもたちの学
校生活を見る視点を有していないと見過ごしてしまいがちなものであるため、予備知識な
しに実習場面で身に付けるのは大変困難である。事前指導では、こうした子どもたちの生
活を見る視点をある程度得ることができるような、事例分析が必要である。そしてまた、
事後指導においては、実際に学生が関わった子どもたちの生活現実を可視化し、自分一人
だけではなく協働的に検討する事後的な省察の機会を設けることが重要である。 
本学教職課程において、現状、こうした事例分析的手法や事後的な省察の手法を用いた
取り組みが十分ではないため、今後、こうした指導法の開発を行っていく必要がある。 
 第二に、「教職実践演習」の学びの機会を積極的に活かすことである。「教職実践演習」
は、教職課程の総まとめの科目に位置づけられており、これまでの学びを総括し、現場で
の経験に活かしていくことを目的として、最終学年の後期に開講することとなっている15)。
当該科目は演習形式で行われることが原則とされており、具体的には「役割演技（ロール
プレイング）、事例研究、現地調査（フィールドワーク）、模擬授業等も積極的に取り入れ
ることが望ましい」16)とされている。 
本学教職課程ではこのうち、特に事例研究に力を入れてすでに取り組み始めている。例
えば、平成 28 年度は、受講した学生を 7 グループに分け、それぞれのグループで事例研
究としての調査学習を行った。その際、学習指導に関わる事項については教育実習の事前・
事後指導や教職実践演習の前半部で扱ったため、事例研究では可能な限り、子どもたちの
生活指導に関わる論点を調べるように指導した。その結果、例えば、「災害後の心のケア～
東日本大震災後の岩手県の現状から～」や「教室にいけないこどもたち」、「キャリア教育
の本質とは」、「中 1 ギャップ、高１クライシスの実情と課題」等の、生活指導に関わる論
点が報告された。授業ではその報告を基に、異なるグループの学生から質疑を受ける形式
を取り、異なるテーマを調べた学生からの意見で自分たちの発表を見直すことができるよ
うに配慮した。 
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則違反や学校安全に反する行為等がどのような形で見られるのか、また、学級活動や学校
行事への不参加等の不適応がどのような形で見られるのか、さらにはそうした場面に直面
したとき、教師はどのような視点でその問題を分析し対応を講じるのかを、事例分析的に
検討する。その上で、「実習生」という立場でそうした問題に直面したときに、どのような
視点でその問題を分析し、今後の学びに活かしていくことができるのかを例示する。この
段階を踏むことによって、学生は実際の実習場面で出会う出来事について一定程度の明確
な視点を持って学ぶことができるだろう。そして、その上で、実習終了後の事後指導で、
例えば「エピソード記述」13)等の手法を用いて実習場面における行動の事後的な省察
（reflection on action）14)を行えば、事前指導・実習・事後指導の連続した指導が可能と
なる。 
こうした指導において重要なのは、学生に対する生徒指導や特別活動についての「意識
化」である。生徒指導や特別活動の諸問題は、子どもたちの学校生活に埋め込まれており、
それを捉える視点が定まらないと見過ごしてしまう可能性が極めて高いものである。問題
行動や学校不適応、いじめのように、不幸にも発生してしまった事例であれば必然的に見
えてくるが、実習生がたいてい関わることができるのは、子どもたち同士の些細なトラブ
ルやそこに発展する可能性を示す微妙な兆候である。これらは、つぶさに子どもたちの学
校生活を見る視点を有していないと見過ごしてしまいがちなものであるため、予備知識な
しに実習場面で身に付けるのは大変困難である。事前指導では、こうした子どもたちの生
活を見る視点をある程度得ることができるような、事例分析が必要である。そしてまた、
事後指導においては、実際に学生が関わった子どもたちの生活現実を可視化し、自分一人
だけではなく協働的に検討する事後的な省察の機会を設けることが重要である。 
本学教職課程において、現状、こうした事例分析的手法や事後的な省察の手法を用いた
取り組みが十分ではないため、今後、こうした指導法の開発を行っていく必要がある。 
 第二に、「教職実践演習」の学びの機会を積極的に活かすことである。「教職実践演習」
は、教職課程の総まとめの科目に位置づけられており、これまでの学びを総括し、現場で
の経験に活かしていくことを目的として、最終学年の後期に開講することとなっている15)。
当該科目は演習形式で行われることが原則とされており、具体的には「役割演技（ロール
プレイング）、事例研究、現地調査（フィールドワーク）、模擬授業等も積極的に取り入れ
ることが望ましい」16)とされている。 
本学教職課程ではこのうち、特に事例研究に力を入れてすでに取り組み始めている。例
えば、平成 28 年度は、受講した学生を 7 グループに分け、それぞれのグループで事例研
究としての調査学習を行った。その際、学習指導に関わる事項については教育実習の事前・
事後指導や教職実践演習の前半部で扱ったため、事例研究では可能な限り、子どもたちの
生活指導に関わる論点を調べるように指導した。その結果、例えば、「災害後の心のケア～
東日本大震災後の岩手県の現状から～」や「教室にいけないこどもたち」、「キャリア教育
の本質とは」、「中 1 ギャップ、高１クライシスの実情と課題」等の、生活指導に関わる論
点が報告された。授業ではその報告を基に、異なるグループの学生から質疑を受ける形式
を取り、異なるテーマを調べた学生からの意見で自分たちの発表を見直すことができるよ
うに配慮した。 
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むろん、報告内容については、限られた時間でまとめたこともあり、今後の課題として
残されたものも多かった17)。しかし、少なくとも、生活指導に関わる諸問題を事例やデー
タに即して整理・分析し、さらに受講者で共有し意見交換できたことは、子どもたちの生
活指導を複眼的に見る視点を得るという意味で意義があった。 
今後はさらに調査方法や調査内容の細やかな指導を行うことや、ロールプレイングや現
地調査等の方法も組み合わせることで、より体系的な学びの機会となるように授業改善を
行っていく必要がある。 
 以上 2 点は、大学独自の試みとして取り組み可能なものである。特設の教員養成学部を
持たない本学のような大学でも、特に生活指導に関わる問題を丁寧に取り扱うことが可能
となるだろう。 
 
５．おわりに 
 以上、「生徒指導論」及び「特別活動論」の授業報告を踏まえて、教育方法及びカリキュ
ラム研究の視点から、本学教職課程における意義と課題について整理した。そもそも、教
職課程の指導の難しさは、それが、教職課程を指導する「教える人」が学校教師という「教
える人」になろうとする学生に対して、「教える人となること」を教えるという、非常に重
層的な関係性の中で行われる点にある18)。特に、本報告で取り上げた生徒指導や特別活動
は、教科学習を超えて、学校生活・家庭生活全体にわたって子どもたちの内面に深く働き
かける作用を持つ教育内容であるため、なおのこと、「教える人」としての力量が問われる
ものである。 
生徒指導や特別活動上の指導の行き違いによって、学級崩壊を招いたり、いじめを引き
起こしたり、不登校を生じさせたりすることはよく聞かれる事実である。この事実を考え
るならば、これから教師として仕事をすることを目指している学生には、過去の失敗から
学び、よりよい生徒指導や特別活動のあり方を考察できる力を身につけさせる必要がある。 
これは裏を返せば、生徒指導や特別活動を指導する教職課程の指導者には、改めて自身
の生活指導観を問い直しながら学生指導を行うことが求められることを意味している。指
導者の側が過去の失敗に学び、より改善された生徒指導や特別活動の理論を生み出さなけ
れば、学生の指導を行うことはできないからである。 
 本報告は、以上の問題意識から書かれたものである。今後さらに実践を積み重ね、不断
に生徒指導及び特別活動の指導のあり方について考察していく。 
 
付記 
 本報告の作成にあたり、次の分担で作業を行った。まず、第 2 節及び第 3 節の授業報告については和山
が草稿を作成し、畠山が全体の監修を行った。また、はじめに及び第 4 節、おわりには、畠山が草稿を作
成し、和山が監修を行った。 
なお、第 2 節及び第 3 節における報告の作成で使用したレスポンスカードは、報告作成段階で個人が特
定できないように処理し、報告者の責任において文言の整理を行った。 
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注 
01) 近年はいじめや不登校がかなりの頻度で顕在化し、マスコミを通して社会的に着目されるため、その
諸問題を取り扱う「生徒指導論」の教職課程における位置づけは、より重要度を増している。特に、
教職課程を履修する学生がいじめや不登校等について十分なイメージを持てていなかったり、偏った
固定観念を抱えていたりする場合は、なおさら「生徒指導論」での学びが重要となる。また、「特別活
動論」も、学校行事の過密化が引き起こす教育計画の逼迫化や教職員の多忙化を考慮したとき、教職
課程の学びとしてこれまで以上に重要な位置づけが与えられると見込まれる。 
02) 文部科学省『生徒指導提要』教育図書、2011 年。 
03) 文部科学省『高等学校学習指導要領 特別活動編』海文堂出版、2010 年。 
04) ここで述べる「課題」の意味について明記しておきたい。日本語で一般に課題と言うと、ある種の解
決しなければならない問題状況を指す。しかしここでは、今後の挑戦（challenge）という意味での課
題を指しており、「生徒指導論」及び「特別活動論」の発展可能性について言及することを意図している。 
05) この点は、近年盛んに実践されている「アクティブ・ラーニング」との共通性を示している。例えば、
溝上慎一は、アクティブ・ラーニングについて、「知識修得以上の、活動や認知プロセスの外化を伴う
学習を目指す」ものとし、「そのような学習を通して身につける技能や態度（能力）が社会に出てから
有用であるという考え方にもとづいて推進されている」ものだとする（溝上慎一『アクティブラーニ
ングと教授学習パラダイムの転換』東信堂、2014 年、13 頁）。この溝上の言明は、本報告での実践を
説明する上で重要な示唆を与えるものである。稿を改めて論じたい。 
06) 教職課程の学びにおけるロールプレイングの手法の意義については、例えば、次の論文を参照のこと。
宮下与兵衛「ロールプレーイングによる教職実践演習」『首都大学東京教職課程紀要』第 1 号、2017
年、145-152 頁。また、近年では、ICT を活用することも視野に入れ、学生のロールプレイングとそ
の振り返りとしての学生自身によるセルフ・コーチングを効果的に関係づける研究も行われている（江
藤智佐子「ICT を活用した省察的学習－教職「教育指導演習」における教授法に焦点をあてて－」『久
留米大学コンピュータジャーナル』VOL.31、2017 年、19-28 頁、URL：
http://hdl.handle.net/11316/583）。 
07) カリキュラム・マネジメントについては、例えば、次の書籍を参照のこと。（１）田村学『カリキュラ
ム・マネジメント入門』東洋館出版社、2017 年。（２）田村知子・他編著『カリキュラムマネジメン
ト・ハンドブック』ぎょうせい、2016 年。なお、ここで「カリキュラム・マネジメントの一部を意識
することになる」と述べたのは、本来のカリキュラム・マネジメントでは、目標・計画を立案するだ
けではなく、その目標・計画に基づき、「実践し、その結果を評価し、改善する」という段階（PDCA
サイクル）が想定されているが、ここでは科目の性質上、そのすべてを取り上げていないためである。
そしてまた、田村が指摘するように、「カリキュラム・デザインの側面」や「内外リソース活用の側面」
（上記（１）の 30 頁）についても両科目での指導事項ではないため、明示的には取り上げていない。
さらに、PDCA サイクルで捉えきれない教育現象をどのように扱うのか、さらにはそもそもカリキュ
ラム・マネジメントという発想で教育のあり方を説明できるのかという根本的な問いも、両科目の目
的からは逸れる内容であるため、扱っていない（これらはすべて「教育課程論」の仕事である）。その
意味で、「一部を意識する」と述べるに留めた。 
08) 本学教職課程の構成については、本学 HP の該当箇所を参照のこと（URL: http://www.iwate-pu.ac. 
  jp/living/gslife/study/qualify.html）。なお、社会福祉学部の高等学校教諭一種免許状については、平
成 28 年度をもって閉鎖した（平成 28 年度後期段階で、4 年生のみ在籍）。また、大学院に設置されて
いる教職課程については、論述の上で必要性がないので省略した。 
09) 例えば、やや古くなるが、平成 20 年に中央教育審議会が答申した次の文書を参照のこと。中央教育審
議会「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために学校全体としての取組を進めるため
の方策について（答申）」平成 20 年。この中教審答申の中には、次の記述が見られる。「子どもの現代
的な健康課題の対応に当たり、学級担任等、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、スクールカウンセラ
ーなど学校内における連携、また医療関係者や福祉関係者など地域の関係機関との連携を推進するこ
とが必要となっている中、養護教諭はコーディネーターの役割を担う必要がある」（8 頁）。現在では、
こうした養護教諭のコーディネート力を向上させるための各種の取組が研究されている（例えば、岡
田加奈子・他「専門力を基盤とした「連携・コーディネート力の向上」を目指す養護教諭研修プログ
ラムとその評価」『千葉大学教育学部研究紀要』第 62 巻、2014 年、329-335 頁）。 
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教職課程を履修する学生がいじめや不登校等について十分なイメージを持てていなかったり、偏った
固定観念を抱えていたりする場合は、なおさら「生徒指導論」での学びが重要となる。また、「特別活
動論」も、学校行事の過密化が引き起こす教育計画の逼迫化や教職員の多忙化を考慮したとき、教職
課程の学びとしてこれまで以上に重要な位置づけが与えられると見込まれる。 
02) 文部科学省『生徒指導提要』教育図書、2011 年。 
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04) ここで述べる「課題」の意味について明記しておきたい。日本語で一般に課題と言うと、ある種の解
決しなければならない問題状況を指す。しかしここでは、今後の挑戦（challenge）という意味での課
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学習を目指す」ものとし、「そのような学習を通して身につける技能や態度（能力）が社会に出てから
有用であるという考え方にもとづいて推進されている」ものだとする（溝上慎一『アクティブラーニ
ングと教授学習パラダイムの転換』東信堂、2014 年、13 頁）。この溝上の言明は、本報告での実践を
説明する上で重要な示唆を与えるものである。稿を改めて論じたい。 
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留米大学コンピュータジャーナル』VOL.31、2017 年、19-28 頁、URL：
http://hdl.handle.net/11316/583）。 
07) カリキュラム・マネジメントについては、例えば、次の書籍を参照のこと。（１）田村学『カリキュラ
ム・マネジメント入門』東洋館出版社、2017 年。（２）田村知子・他編著『カリキュラムマネジメン
ト・ハンドブック』ぎょうせい、2016 年。なお、ここで「カリキュラム・マネジメントの一部を意識
することになる」と述べたのは、本来のカリキュラム・マネジメントでは、目標・計画を立案するだ
けではなく、その目標・計画に基づき、「実践し、その結果を評価し、改善する」という段階（PDCA
サイクル）が想定されているが、ここでは科目の性質上、そのすべてを取り上げていないためである。
そしてまた、田村が指摘するように、「カリキュラム・デザインの側面」や「内外リソース活用の側面」
（上記（１）の 30 頁）についても両科目での指導事項ではないため、明示的には取り上げていない。
さらに、PDCA サイクルで捉えきれない教育現象をどのように扱うのか、さらにはそもそもカリキュ
ラム・マネジメントという発想で教育のあり方を説明できるのかという根本的な問いも、両科目の目
的からは逸れる内容であるため、扱っていない（これらはすべて「教育課程論」の仕事である）。その
意味で、「一部を意識する」と述べるに留めた。 
08) 本学教職課程の構成については、本学 HP の該当箇所を参照のこと（URL: http://www.iwate-pu.ac. 
  jp/living/gslife/study/qualify.html）。なお、社会福祉学部の高等学校教諭一種免許状については、平
成 28 年度をもって閉鎖した（平成 28 年度後期段階で、4 年生のみ在籍）。また、大学院に設置されて
いる教職課程については、論述の上で必要性がないので省略した。 
09) 例えば、やや古くなるが、平成 20 年に中央教育審議会が答申した次の文書を参照のこと。中央教育審
議会「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために学校全体としての取組を進めるため
の方策について（答申）」平成 20 年。この中教審答申の中には、次の記述が見られる。「子どもの現代
的な健康課題の対応に当たり、学級担任等、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、スクールカウンセラ
ーなど学校内における連携、また医療関係者や福祉関係者など地域の関係機関との連携を推進するこ
とが必要となっている中、養護教諭はコーディネーターの役割を担う必要がある」（8 頁）。現在では、
こうした養護教諭のコーディネート力を向上させるための各種の取組が研究されている（例えば、岡
田加奈子・他「専門力を基盤とした「連携・コーディネート力の向上」を目指す養護教諭研修プログ
ラムとその評価」『千葉大学教育学部研究紀要』第 62 巻、2014 年、329-335 頁）。 
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10) 協調的な（collaborative）学びについては、例えば次の書籍を参照のこと。三宅なほみ・他編著『協
調学習とは―対話を通して理解を深めるアクティブラーニング型授業』北大路書房、2016 年。 
11) 例えば、平成 28 年度の「教育実習」の成果報告資料を見てみるとこの点がよくわかる。学習指導に関
わることは、例えば、アクティブ・ラーニングやグループ学習等の指導方法及び教材研究における科
学的知識の活用や客観性の保持の方法等が、具体的な事例を基に考察されているのに対し、生徒指導
や特別活動に関わる記述は、「児童の気持ちに寄り添うことが必要」や「生徒一人一人の特性を理解す
ることが大切」等の 1 年次の学生が記述するような概論的内容に留まっている（岩手県立大学高等教
育推進センター基盤教育部教職部門『平成 28 年度教育実習報告集』に基づく整理）。 
12) 教員免許状の正式な保有者ではない実習生に、「実習」という形で子どもたちの指導のどの部分まで関
わらせるべきなのかは、議論が分かれるところである。特に、子どもたちの生活指導上の問題に触れ
る生徒指導や特別活動は、この問題に密接に関わる案件である。 
13) この「エピソード記述」は、特に保育の分野で用いられている子どもの生活や保育の営みを可視化す
るための方法である。単に可視化するだけではなく、エピソードとして記述することで、またそのエ
ピソードを保育者同士で読み会うことで、書く主体・読む主体としての保育者自身の省察が促される
点が特徴的である。次の文献を参照のこと。（１）鯨岡峻・鯨岡和子『保育のためのエピソード記述入
門』ミネルヴァ書房、2007 年。（２）鯨岡峻・鯨岡和子『エピソード記述で保育を描く』ミネルヴァ
書房、2009 年。 
14) この「省察」概念は、教師のような専門職の成長を説明する概念として広く用いられている。その主
導者の一人である D. ショーンは、この「省察」概念を、行為の中で（in action）行われるものと、
行為について事後的に振り返って（on action）行われるものの 2 つに区分している（Donald A. Schön 
“The Reflective Practitioner: How Professionals Think In Action,” Basic Books, 1984.）。ただし、こ
の区分をめぐっては、両者の関係性についてのより一層の理論的な明確化が必要であることも指摘さ
れている（例えば、生田久美子「「わざ言語」はいかに省察的実践力を高めるか―Knowing how 議論
を超えて―」『比喩的な指導言語による感覚の共有と「わざ」の学びモデルの構築』（科学研究費補助
金基盤研究（B）最終報告書）、2016 年、1-8 頁）。本報告ではこの点を課題として残さざるを得ない
ため、稿を改めて論じる。 
15) 「教職実践演習」の位置づけについては、平成 20 年に出された「課程認定委員会決定」等を参照のこ
と（文部科学省『《平成 30 年度開設用》 教職課程認定申請の手引き―解説書 別冊』公益財団法人 文
教協会、2017 年、239-243 頁）。なお、これまで筆者が教職実践演習で取り組んできた教育実践につ
いては、次の論文で論じた。畠山大・西田直樹「保育・教職実践演習（幼）」の実践的研究―作新学院
大学女子短期大学部の 3 年間の取り組みに基づいて―」『作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 
教職実践センター研究紀要』第 1 号、3-10 頁。 
16) 同上、『《平成 30 年度開設用》 教職課程認定申請の手引き―解説書 別冊』、239 頁。 
17) 例えば、報告の発表会を参観した教職課程担当教員からは、次のような参考意見が寄せられた。「今回
はあくまでも中間の学びということだと理解していますので、今回というよりも、今後現場や社会に
おいて、……さらに視野を広げるよう心がけてほしいと感じました。」 
  この意見からは、子どもたちの生活指導に関わる学びにおいては、少なくとも、講義科目としての「生
徒指導論」・「特別活動論」から実習・演習科目としての「教育実習」・「教職実践演習」へ、そしてそ
れら養成段階から採用後の現場での学びへの連続性が重要であることが示唆される。「中間の学び」と
して表現される「教職実践演習」は、養成段階での学びと採用後の現場での学びを媒介する機能を有
していることがわかる。 
18) この点については、次の論文で論じた。畠山大「保育者養成カリキュラムにおける原理系科目の意義
の再考―作新学院大学女子短期大学部における 5 年間の実践に基づいて―」『作新学院大学・作新学院
大学女子短期大学部 教職実践センター研究紀要』第 3 号、52-61 頁。 
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